
平
成
二
十
三
年
五
月
十
日
提
出

質

問

第

一

七

〇

号

学
生
の
年
金
保
険
料
の
支
払
猶
予
を
す
る
特
例
制
度
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

木

村

太

郎
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学
生
の
年
金
保
険
料
の
支
払
猶
予
を
す
る
特
例
制
度
に
関
す
る
質
問
主
意
書

学
生
が
無
年
金
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
年
金
保
険
料
の
支
払
い
を
猶
予
す
る
特
例
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
申
請
を
市
町
村
に

代
わ
っ
て
学
生
の
通
学
先
で
も
申
請
で
き
る
制
度
が
、
自
公
政
権
時
の
三
年
前
に
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
制
度
の
活
用
実

態
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
見
極
め
る
こ
と
は
重
要
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

現
在
、
特
例
制
度
の
窓
口
を
設
け
て
い
る
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
は
、
何
校
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

二

一
に
関
連
し
、
そ
の
実
態
を
国
は
ど
の
よ
う
に
分
析
・
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

三

一
〜
二
に
関
連
し
、
仮
に
特
例
制
度
が
あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
い
実
態
だ
と
す
れ
ば
、
国
は
こ
の
間
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
し
て
き
た
の
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
改
善
を
図
っ
て
い
く
の
か
、
具
体
的
な
改
善
対
策
を
示
さ
れ
た
い
。

四

学
校
に
よ
っ
て
は
、
学
生
数
に
大
き
な
開
き
が
あ
り
、
大
人
数
の
学
生
を
有
す
る
学
校
で
は
、
そ
う
で
な
い
学
校
と
事
務

的
な
対
応
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
国
は
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
学
校
任
せ
に
す
る
の
で
は
な
く
、
国
と
し
て
最
大
限
学

校
現
場
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

納
付
特
例
制
度
の
利
用
者
数
の
状
況
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
国
は
ど
の
よ
う
に
分
析
を
し
て
い
る
の
か
。

一



六

二
十
歳
以
上
の
学
生
に
お
け
る
年
金
保
険
料
の
滞
納
者
の
実
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
国
は
ど
の
よ
う
に
分
析
を

し
て
い
る
の
か
。

七

二
十
歳
以
上
の
学
生
の
滞
納
者
対
策
の
た
め
に
、
国
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如

何
。

右
質
問
す
る
。

二


